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第 3 章では、従来の伝搬路モテ、ルの伝搬路特性とその問題点について明らかにした後、MTMR(Multi Transmit and 
Multi Receive) アダプティブアレイアンテナを用いた伝送システムに適する伝搬路モデ、ルを提案した。




第 5 章では、周波数選択性フェージング下での広帯域 D8-CDMAシステムの設計において、高速データ伝送の実現
を妨げる大きな原因となるマルチパス干渉の問題を解決するために、アナログ制御型送信電力制御とアダプティブア
レイアンテナによるビーム制御を適用した高速データ伝送技術を提案した。計算機シミュレーションにより、提案方













第 3 章では、基地局と端末の双方にアレイアンテナを適用する MTMR (Multi Transmit and Multi Receive) アダ
プティブアレイアンテナシステムの伝送特性評価のための伝搬路モデ、ルに関して、従来の伝搬路モデ、ノレの問題点を明
らかにするとともに、アダプティブアレイアンテナを用いた伝送システム解析に適する伝搬路モデ、ルを提案している。
第 4 章では、 DS-CDMA システムの送信電力制御方式における伝搬路変動への追随性を改善する目的で、遅延プロ
ファイルの外挿処理を用いたアナログ制御型送信電力制御を提案している。また、計算機シミュレーションにより、
提案方式が、高速フェージング環境下における伝送特性の向上に有効であることを明らかにしている。














(3) 適応変調を前提とした DS-CDMA システムにおいて、アナログ制御型送信電力制御方式とアダプティブアレイ
・アンテナを併用することで、伝送速度の高速化の障害となる伝搬路の周波数選択性を抑圧し、かっ受信信号レ
ベルの低下も防ぐことのできる方式を提案し、データ伝送速度の高速化が可能となることを明らかにしている。
以上のように、本論文は、アダプティブアレイアンテナを用いた DS-CDMA システムにおける高速データ伝送方式
に関して、各種の技術的提案を行い、その結果を具体的に明らかにしている。これらの成果は、ワイヤレス通信シス
テムのブロードバンド化に関して多くの知見を与えており、通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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